
国際シンポジウム「精神医学のトランスサイエンス」 

『グローバル・メンタルヘルスを再考する：「治療のギャップ」のエビデンスギャップ』 

基調講演 ステファン・エックス（エジンバラ大学社会人類学上級講師） 

 

日時 2023年 2月 18 日（土曜）16時-18 時 30分（終了後に、関係者打ち合わせ会 21時まで） 

場所 （ハイブリッド）英語のみ 

   立命館大学朱雀キャンパス １F 多目的室 

https://www.ritsumei.ac.jp/accessmap/suzaku/ 

Zoomアドレス 

https://ritsumei-ac-jp.zoom.us/j/93003166825?pwd=ZjdKRjdVM2NEZUhRZUs4ZGlUNlh4QT09 

ミーティング ID: 930 0316 6825 

パスコード: 000000 

主催 RISTEX「ヘルスケアアーカイブズに基づく ELSI研究と患者・市民参画」（代表：後藤基行） 

共催 医療社会学研究会、立命館大学生存学研究所 

協力 立命館大学先端総合学術研究科 

 

プログラム 

16:00-16:10 趣旨説明 

   美馬達哉（立命館大学・先端総合学術研究科） 

16:10-17:00 講演『グローバル・メンタルヘルスを再考する』 

   ステファン・エックス（エジンバラ大学） 

17:00-18:30 パネル・ディスカッション（後半は会場も交えて） 

 伊東香純（中央大学・文学部／日本学術振興会） 

 志水洋人（エジンバラ大学・医学部／日本学術振興会） 

 

グローバル・メンタルヘルスは、精神医学の疫学、医療経済学、医療システム研究、エビデンスに基づ

く治療法、一般市民の意識、人権、持続可能な開発などを組み合わせて、「治療のギャップ」に関する

首尾一貫した物語として出現したものである。ここではまず、疫学、心と気分の経済学、治療のギャッ

プという GMH の 3本柱の出現と危機を辿る。そして、GMHは、データの欠陥、経済発展と健康増進の間

の逆説的関係、そして低所得国において人々が実際にどのように助けを求めるかについて戦略的に無知

であるため、依然として限界があることを論じる。最後に、GMHのアプローチは、その矛盾を考慮に入

れなければ、失敗するに違いないことを主張する。 

 

プロフィール 

エジンバラ大学医療人類学プログラムの共同創設者。インド、ネパール、ミャンマー、英国でエスノグ

ラフィーのフィールドワークを行う。最近の研究は、身体化された価値、グローバルな医薬品市場、う

つ病に対する考え方の変化、貧困と医療へのアクセス、多疾病と慢性的な薬物使用との関係などに焦点

をあてたものである。主な著書に Eating Drugs: Eating Drugs: Psychopharmaceutical Pluralism in 

India (New York University Press, 2013)、 Living Worth: Value and Values in Global 

Pharmaceutical Markets (Duke University Press, 2022)のほか、健康と経済学の接点に関する多くの

論文がある。(エジンバラ大学 HPより) 

https://www.ritsumei.ac.jp/accessmap/suzaku/

